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子供 に 対す る 間 仕 。 





親愛 な る ムスリム の 皆様 。 アッラー は 大 き 
な 恵み と し て 、 私 た ち に 子供 を お 恵み くだ さい 
まし た 。 私 た ちゃ も 子供 た ちら を 、 人 生 の 彩り 、 目 
の 光 と し て 見 な し て いま す 。 同 時 に 、 子 ども 達 
に 対し 、 よ く 教 える こと 、 立 派 に 敵 け る こと と 
いっ た 重要 な 責任 も あり ます 。 ア ッ ラ ー は 私 た 
ち に この こと を 尋 間 され る で し ょ う 。 ア デア ッ ラー 
は クル アー ン で 「 あ な た が た の 財産 と 子女 と は 
ー つ の 試み で あり 、 ま た アッ ラー は あな た が た 
へ の 最高 の 報奨 を 持つ 
方 で ある こと を 知 
れ 。」 (戦利 品 章 第 2 
8 節 ) また 「 あ な た が 
た 信仰 する 者 よ 、 人 間 
と 石 を 燃料 と する 火 獄 
か ら あ な た が た 自身 と 


節 ) と 命じ られ て お ら 5 
れ ま す 。 
親愛 な る ムスリム の 
皆様 。 子 ども が 生ま れ 
た 後 の 最 初 の 貢 任 は 、 子 ども に よい 名 前 を 与え 
る こと で す 。 名 は 人 間 の 個性 で す 。 こ の 世 で も 
あの 世 で も 、 人 は その 名 前 に よっ て 知ら れる の 
で す 。 「 確 か に あな た 方 は 、 審 判 の 日 、 あ な た 
方 の 名 前 、 父 の 名 前 で 呼ば れる だ ろう 。 だから 


よい 名 前 を つけ な さい 。」 と いう ハデ ィ ー ス で 、 


預言 者 ムハンマド は よい 名 前 の 大 切 さ を 説 か れ 
て いる の で す 。 名 を 付け る 前 に 、 子 ども の 右 耳 
に アザ ー ン 、 左 耳 に イカ ー マ を 唱え る こと は ス 
2 

親愛 な る ムスリム の 皆様 。 子 ども 達 の 精神 
的 、 肉 体 的 な し つけ も また 、 私 た ちの 責任 の 範 


量 に ある も の で す 。 精神 的 な し つけ の た め に は 、 


子ども が 理解 で きる よう に な っ た 時 か ら 、 適 切 
な 方 法 で 信仰 の 基本 を 教え る こと 、 ア デッラ ー と 
預言 者 を 知ら せる こと 、 そ し て 愛さ せる こと が 
必要 で す 。 子 供 た ちの イ バ ー ダ の 義務 は 思春 期 
に な っ て か ら 始 まり ます が 、 子 ども が 小さ い 時 
か ら イ バー ダ に 慣れ させ る べき で す 。 そのため 
に 励ま し た り 、 見 本 を 示し た りす る 必要 が あり 
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れ 。 」 (禁止 章 第 6 。 半 及 ) 中 





ます 。 子 ども た ちの 学習 に か か わり を 持ち 、 ク 
ルアー ン を 教え 、 そ し て 現世 や 来世 に 関す る 必 
要 な 知識 を 獲得 させ る 為 に 努力 を 払う こと も 、 
私 た ちの 義務 に 含ま れ ま す 。 この 機会 に 、 こ の 
モス ク で も 週末 、 子 供 た ちの た め の ク ルアー ン 
教室 が 継続 し て 行なわ れ て いる こと を お 知ら せ 
し ます 。 出 来る 限り 、 子 供 た ち を この 教室 に 参 
加 さ せる こと は 、 現 代 の 生活 の 慌 し さ の 中 、 今 
後 は その 機会 を 得る こと も な いか も しれ な い 子 
供 た ちの 為 に 重要 な 機 
の な の で し まう の 。 そ て 
し て 成長 し た 時 に は 、 
子供 た ち は あ な た 方 の 
た め に よい ドッ アー を 
行なっ て くれ る で し ょ 


親愛 な る ムスリム の 
皆様 。 子 ども た ち へ の 
に 大 切な 責任 の 一 つ は 、 
アッ ラー の ご 満悦 を 得 
る こと が で きる 形 で 子 
供 た ち を 教育 し 、 育 て 
る こと で す 。 子供 た ち は よ い 教 育 を 、 ま ず は 家 
庭 に お いて 受け る の で す 。 預言 者 ムハンマド は 、 
「 子 ども に 、 よ いし つけ 以上 に 尊い 贈り 物 を で 
きる 父 は いな い 。」 と ね おっしゃ っ て いま す 。 精 
神 的 な し つけ と 共に 、 子 供 た ちの 了 肉体 的 な し つ 
け に 関わ る こと 、 彼 ら の 食事 、 治 療 、 そ し て 体 
を 健康 に 保つ こと の た め に 注意 を 払う こと も 必 
要 で す 。 同 時 に 、 子 ども た ち に その 人 生 へ の 備 
え を させ る こと 、 生 活 基盤 の 為 に 職業 や 技術 を 
自 に つけ させ る の を 助け る こと 、 時 が 来れ ば よ 
い 家 庭 を 築く こと が で きる よう 支え に な る こと 
も 、 重 要 な 任務 で す 。 

親愛 な る 兄弟 姉妹 の 皆様 。 将来 の 基 艇 で あ 
る 私 た ちの 子供 た ちと 、 十 分 に か か わり を 持ち 
まし ょ う 。 彼ら を 、 宗 高 な る アッ ラー の 命令 に 
従う 形 で 、 民 族 的 、 款 教 的 、 道 徳 的 価値 に 沿っ 
記 放 2 で 。 四 CGW0 き まし まう 。 これ まま の て 、 
私 た ち 自 身 と 彼ら の 現世 と 来世 を 救う べく 努め 
ま しょう 。 フ トバ を 次 の ハデ ィ ー ス で 締め くく 
り た いと 思い ます 。 「 子 ども た ち に よく 接し 、 
適切 な 形 で 徳 を 身 に つけ させ な さい 。」 
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